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負の遺産になることは必至！リニア中央新幹線   循環研理事 山口民雄 

 リニア中央新幹線の建設は国民と国土の将来を

決定づける今世紀前半の最大のインフラプロジェ

クトである。着工以前からそして着工後も様々な

問題点が満載で、懸念されていた事態が発生して

いるがマスコミの報道は極めて少なく、あっても

扱いが小さい。最近目立つのは静岡県の川勝知事

が「無理難題」を言って 2027 年の名古屋までの

開通を遅らせている、という報道だ。こうした報

道をしているマスコミの良識を疑わざるを得な

い。というのは、この間のリニア関連の情報を集

めると多数の遅れる要因があるからだ。そのほん

の一部を紹介すると以下のとおりである。 

＊神奈川県、大岩下非常口：地質調査や土砂流出防備保

安林解除手続き遅れのため、本線トンネル工事を含め

少なくとも４年５か月の着工遅れ。 

＊山梨県南アルプス市：リニア工事差し止め訴訟で着工が

少なくとも３年遅れ。 

＊長野県、坂島工区：着工が３年半遅れ、さらに工事中の

事故で作業が中断し遅れる。 

＊岐阜県、瀬戸非常口：巨石の出現で工事開始が１年５か

月遅れ、さらに崩落死傷事故が発生、全体で２年遅れて

いる。 

＊愛知県、坂下非常口：トンネル掘削が３年遅れ。さらに

開始後にシールドマシンの損傷で工事が中断、３年半

以上の遅れ。 

 これらは各県の代表的な遅れを抽出したものだ

が、こうした遅れ以外にも工事未契約の工区が複

数残っている。これらから分かるように川勝知事

によって工期が遅れたのではないことは明確であ

る。これらの遅れの原因はなかなか報道には出て

こない。多くの国民の無関心（関心があるのはそ

の高速性）とそれを“良し”とした行政の推進活動

がこうした流れを作り上げているのではないか。

JR東海は2023年12月に完了時期を「27年以降」

と変更したにもかかわらず、「27 年の開業を断念

したり、延期したりしたわけではない」と強弁し

ている。 
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 なお、川勝知事は本年 11 月下旬、JR 東海が示

した案について「尊重したい」と記者会見で述べ

ているが、この発言が静岡工区の着工に一歩進む

ことを懸念している。静岡工区は南アルプスを

10.7 キロにわたる最難関のトンネル工事であり、

日本列島を東西に分断する大地溝帯（フォッサマ

グナ）の西縁にあたる糸魚川静岡構造線と南北に

走る中央構造線を横断する。この工事によって、

大井川の河川流量が毎秒 2 トン減少するほか後述

（松下信幸氏の口頭弁論）のように山体が崩落す

る可能性のある個所で、最も工事を思い止まって

ほしい工区だからである。また、JR 東海は、「状

況が打開できた」として東京―名古屋間で直面す

る数多くの課題を放置したまま本年 12 月上旬に

三重県と奈良県で環境影響評価に着手したことを

明らかにしている。何が“打開できた”かは全く不

明である。 

７月１８日原告団の主張を全面否定する不当判決！ 

 リニアに関して最近の大きな出来事は、「ストッ

プ・リニア！訴訟」に対して、東京地裁が「原告の

請求を棄却する」という不当判決を出したことだ。

本訴訟は、沿線の６団体によって 2013 年に結成

した「リニア新幹線沿線住民ネットワーク」が

2016 年に工事実施計画の取り消しを求めて東京

地裁に提訴したもので、この７年間に 26 回の口頭

弁論を行ってきた。口頭弁論では沿線住民に加え

て専門家がリニアの問題点を明らかにしてきてい

る。その代表例を紹介すると以下の通り。 

＊橋山禮次郎氏（政策評価、公共計画経済政策専門）：経済

的効果、環境保全などから公共事業のあるべき姿を示し、リ

ニア新幹線は英仏共同で開発した高速旅客機コンコルドと

同様に経済性、技術的レベル、環境対応性の全てにおいて

対応できず、同じ失敗例を歩むことを立証した。 

＊松下信幸氏（地質学者）：50 年にわたる地質調査を踏まえ、

毎年４ミリの隆起を続ける複雑な褶曲地層にトンネルを掘る

ことは、山体を保持している高圧の山体内地下水を永遠に

流出させることになり、山体を崩落させかねないことを明らか

にした。 

＊阿部修治氏（エネルギー・環境問題専門）：超電導浮上方式

は列車側の超電導磁石、車両のタイヤ、地上側のコイルに

大きなリスクがあり安全ではないと指摘し、消費電力も従来

の新幹線に比べ 3～4 倍の電力を消費するという試算を示し

た。 

 こうした訴えに基づき国の認可（全国新幹線鉄

道整備法「国鉄分割民営化以前に定められた法律」

で認可）を取り消すよう求めたが、東京地方裁判

所は「国の判断は著しく妥当性を欠くとまでは言

えず、違法ではない」とし、また、安全性や環境面

の指摘については主張をいずれも認めず「国の判

断が社会一般の常識に照らして著しく妥当性を欠

くとまでは言えず、違法ではない」として訴えを

退けた。傍聴した知人の話によると、「裁判長はほ

んの 2 分程度でしかも、小声で読み上げた後、法

廷から逃げるように退廷した」とのことである。 

 本不当判決に対しては、原告団・弁護団から抗

議の声明が出ており、筆者も同感する内容だ。そ

の内 3 点を紹介したい。 

 第 1 は無責任な判決である。鉄道事業法の求め

る運行の安全性の問題については認可時には全く

考慮する必要がないと判断し、東南海トラフ地震

が生じた際には多数の死傷者を生じさせる危険が

極めて大きいことを無視するなど極めて無責任で

ある。 

 第 2 は真剣に検討した痕跡が伺えない判決であ

る。口頭弁論で指摘した環境影響評価の問題点に

ついて「一応実施している」「一応検討している」

という雑な評価に終始し、その真剣さに大きな疑

義を生じさせる判決である。「環境被害が生じても

仕方がない」と言わんばかりの内容になっている。 

 第 3 は国及び JR 東海の主張を丸写しした判決

である。現実に生じている実験線での環境被害、

着工から今日まで現実に起きている生活環境、自

然環境被害を無視し、従前から言われている JR東

海の主張を無批判に取り入れている。 

 以上のことから、原告団・弁護団は「この不当

な、詐取された認可処分を維持させることは、リ

ニア中央新幹線という負の遺産を後世に残すこと

になると考え、上訴審で最後まで戦い続ける所存

である」と抗議声明の最後に決意を明らかにして

いる。なお、上訴審は 2024 年 4 月 25 日、東京高

等裁判所で第１回が開廷されることになっている。 
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そもそもリニア中央新幹線とは？ 

 最近のリニア中央新幹線をめぐる代表的な動向

を述べたが、そもそもその概要について確認した

い。現状の問題点や今後の動向や事故、環境破壊

を考える際のベースになると考える。 
＜建設営業主体＞ 

2007 年、JR 東海は計画を発表。東京―名古屋は 2014 年着

工、27 年開業。名古屋―大阪は 2038 年工事再開（10 年間の

中断？）、45 年開業。従来の新幹線は、国が計画決定し必要

な財源を用意し、独立行政法人の鉄道・運輸機構に建設をさ

せていた。ただ、本事業は国が認可しており国策民営事業と

なっている。 

＜路線＞ 

東京―名古屋：直行 40 分、各駅約 80 分。東京―大阪：直行

67 分、各駅約 130 分（未定） 

＜停車駅＞ 

品川―橋本―南甲府―飯田郊外―中津川西―名古屋、以降

は未定。途中駅で既存路線との乗り換え可能駅は橋本のみ。 

＜運行本数・定員＞ 

毎時直行４本、各駅停車１本。定員は 1000 名（全指定）。 

＜料金＞ 

東海道新幹線に比べ約７％増といっている。「抵抗なくリニア

を選べる水準で試算したもので、実際の料金は開業が近づい

た時点で決定する」JR 東海、山田社長（当時）。大電力を消費

するので大幅に上がるであろう。 

＜駆動方式・運行形態＞ 

世界中にどこにもない超電導磁気浮上方式で最短、直線（リ

ニア）ルートで走る。走行速度は時速最高 505 キロ。16 両編成

で 500 キロ走行の場合、新幹線の 4～5 倍の大電力消費とな

る。全線の 71%（東名間は 86%）は大深度地下、山岳トンネルを

通過。車窓の景観は楽しめず。運転士不在の遠隔操作走行。 

＜建設目的＞ 

１．輸送力が限界で増強が必要。２．東海道新幹線が老朽化

しており大規模災害に対処する必要。３．移動時間短縮のた

め大幅な高速化が必要。最近では「わが国の製造業活性化

のため」など思いつきを目的として付加している。 

＜建設費＞ 

2007 年、全額自社負担で進めることを表明。建設総額は９兆

円。しかし、2016 年に東京・大阪間の開業時期の短縮を名目

に財政投融資により総額３兆円が長期（約 40 年）で低利（0.6%

～1.0%）、無担保で貸し付けされる。１Km 当たりの建設単価は

整備新幹線の 2.5～3 倍。 

＜国・JR 東海・関係自治体の期待＞ 

大幅な時間短縮、輸送機能の拡充、地震時の代替機能、リニ

アの輸出、国際空港へのアクセス時間短縮、通勤可能圏の拡

大、転入人口拡大、企業進出、観光振興。 

山梨県の広報によると、「リニア乗降客数 12,300 人（その後、

15,700 人に修正）。2,600 の企業進出と 14,665 人の転入が見

込まれる」としている。いずれも根拠は示されていない。ちなみ

に、本年 12 月に発表された地域別将来推計人口によると、山

梨県の 2050 年の人口は６１万人となり 20 年比で 24%も減少

する。 

国民が熟知し喜んで受け入れたとき、プロジェク

トは成功 

 世界で初めての技術の社会実装はその技術の完

成度によってはじめて実現する。完成度の高い技

術は、国民の技術の信頼性を勝ち得るものであり、

環境適応性、社会・企業の持続可能性をも担保す

るものでなくてはならない。また、技術の内容、環

境適応性、持続可能性などについて国民の疑問に

応え、詳らかに公開することが不可欠である。こ

うした技術的信頼性、環境適応性、持続可能性、透

明性・公開性が一つでも欠けたならばもちろん、

不十分であってもそのプロジェクトは成功に導か

れないであろう。 

 図１はそれらの関係性を示したものである。技

術関連は多くの研究者が論文を発表しているので

ぜひ、目を通していただきたい。ここでは、透明

性・公開性について少々触れたい。 

 国民の生活の質に大きくかかわるプロジェクト

は、その全容について透明性・公開性が必要不可

欠である。しかし、リニアに関しては真逆であり、

JR 東海の HP を見れば美辞麗句を連ね、本質的な

疑問には一切答えていない。自治体の HP も同様

である。 

 そもそも、プロジェクトの発足にあたり、形骸

化した審議会の答申を受けた国土交通大臣の一存

で簡単に承認され、国会で政治家が議論すること

もほとんどないまま進行し、メディアの報道も少

ない。そのため、国民のリニアに対する認知も乏

しい。 

この間の JR 東海の態度は透明性・公開性を可

能な限り制限する行為を行ってきている。同社は、

批判的な取材には応じない。そのため、建設推進

報道が多くなる。また、各地で開催される住民向

けの説明会においては、質問は一人 3 問までで再

質問は認めず、録画も禁止し、報道陣の取材を拒

否している。住民の面会要請についても、人数は 3

人までで報道陣の同行は認めない。また、自治体

が要請したデータの提出を拒否し、環境影響評価

を軽視する態度を取り続けている。パブリックコ

メントでは、73%が反対、もしくは慎重を表明した

が、すべて無視し着工を急いだ。 
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そもそもリニア新幹線は必要か、国民は望ん

でいるか 

 前述の＜建設目的＞において３点を挙

げたが、ここでは 1．輸送力が限界で増強

が必要。と 3．移動時間短縮のため大幅な

高速化が必要、を検証したい。国土交通省

の交通政策審議会は「全線開業時には東京

―大阪間の移動需要が 2011 年時点より約

52%も増加する」と予測している。この根

拠は示されていないが極めて疑問な数値

である。日本の将来人口推計を見ると表１

の通りである。全線開業時（現実的には早

くて 2050 年）には 2011 年の人口から 24%

減少し、最も利用者の多い生産年齢層は

48%も減少する。 

表１：日本の将来人口推計  

国立社会保障・人口問題研究所公表資料 

こうしたことから、なぜ約 52%も増加するのか。

また、コロナを契機にオンライン会議が定着し、

現在の新幹線の乗降客も減少してきている。今後、

更なる IT の発展によりメタバースにおけるアバ

ターにより現実に劣らないコミュニケーションが

可能になることからビジネスでの移動は確実に少

なくなるだろう。 

「大幅な高速化」を多数の国民が希求している

という調査報告は内閣府をはじめ JR 東海ですら

ない。一方、朝日新聞の調査（2013 年）では、移

動時間の大幅短縮希望者は 10％台と極めて少な

い数値である。オンラインはリニアより格段早い

のだ。ちなみに、本調査ではリニアについて「必

要」「どちらかといえば必要」は 37%であり、「不

要」「どちらかといえば不要」は 54%である。 

 

立ち止まる勇気を持て 

 リニア中央新幹線については様々な角度から見

て判断する必要があるが、以上のようにほんのわ

ずかな観点からも矛盾、リスクがあふれている。

このまま進行すれば経済、産業、人口、輸送需要、

国民の価値観などの大きな変化を考えると正の経

済的、社会的インパクトはほとんど見込まれず負

のインパクトの方が圧倒的に大きいと思われる。

わが国の大型プロジェクトでは「走り出したら戻

れない、止まらない、止められない、ここまで来た

らやるしかない」として着工を強行して赤字を垂

れ流している例が少なくない。 

 国、JR 東海は計画を即時凍結し、現行計画に対

する様々な指摘について技術、社会、環境、財務の

各側面から再検討し公開する必要がある。国民的

賛同が得られなければ、計画を断念し、東海道新

幹線の大規模改修に取り掛かるか、従来の新幹線

方式に則った新たな中央新幹線構想を打ち立てる

べきである。JR 東海は民間企業とは言え、公益事

業会社であり経営破綻は許されない存在である。

立ち止まる勇気を持て！ 

図１：プロジェクト成功の要件 

（橋山禮次郎氏の図を基に筆者が修正加筆） 
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新電力を苦しめる容量市場制度 

循環研理事・グリーンピープルズパワー㈱ 取締役 大島 浩司 

多くの国民の皆さんが知らずにいる中で、電力

業界において「容量市場」という新しい制度が

2024 年から始まります。この制度は新電力の経営

を揺るがす恐れがある、とんでもない制度です。 

 

●容量市場とは 

容量市場とは国全体で必要な電力の供給力

（kW)を取引する市場のことで実際に容量取引が

始まるのは 2024 年度です。2020 年度に最初の入

札が行われ、2024 年度の発電容量(kW)確保を名目

に、小売電気事業者からお金を集める仕組みが作

られました。入札はその後毎年が行われています。 

投資回収済みの古い原発や石炭火力にさらにお

金が流れ、エネルギーシフトに逆行する制度です。

また、大手電力と再エネ新電力との間の格差をさ

らに拡大させる制度でもあります。 

出典：グリーンピープルズパワー用語集より 

https://www.greenpeople.co.jp/term/ 

 

●容量市場の仕組み 

容量市場の仕組みは

図 1 のパワーシフトキ

ャンペーンの資料をご

覧ください。 

容量市場は電力の小

売業から拠出金を徴収

し古い原発や石炭火力

にそのお金を与えるも

のです。古い発電所は、

ほぼ旧一電が所有して

いますので、新電力は拠

出金を支払うだけで、何

のメリットもありませ

ん。旧一電は支給された資金で古い原発や石炭火

力の維持管理をし、将来の発電に備えます。新電

力が積極的に造る再エネ発電所は資金の支給対象

から実質的に外されています。 

 

●2024 年から「徴収」スタート 

容量市場では「4 年後」の発電能力を取引してい

ます。制度の本格的な運用が始まるのは 2024 年

度からですが、既に 2020 年 7 月に初めての入札

が行われ、価格が決定しています。 

 

●容量市場の問題点 

容量市場は多くの問題をはらんでいて、新電力、

とくに再エネ新電力には特に大きな負担となり、

経営の危機も懸念されます。 

拠出された多くの資金は、危険な古い原発やカ

ーボンニュートラルに逆行する石炭火力の温存に

使われる可能性があります。 

 

●新電力の利益をむしばむ容量市場の制度 

2020 年に初めて行われた容量市場の入札(2024 年

度分）では、14,137 円/kW という金額に決定され 

出典：パワーシフトキャンペーン 

http://e-shift.org/?p=3931 

図１ 
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ました。その後に調整が行われ、9,200 円/kW く

らいになりました。試算すると、1kWh あたり 2.51

円になるとされています。 

 GPP の家庭向けの電気料金の平均単価は現在

30 円/kWh 程度なの

で、2024 年度から販

売価格の 8％程度の

コスト増加が発生す

ることになります。 

 

●拠出金の算定とグ

リーンピープルパワ

ーの対応 

容量拠出金の算定は

図 2 のとおりで、電力

の使用量がピークを

迎えるであろう夏期

間の 7 月 8 月 9 月と、冬期間の 12 月 1 月 2 月の

最大電力になった日と時間における使用電力の比

率で各社の拠出金額

が決まります。 

グリーンピープルパ

ワーとしてはその比

率を低くするために

施策として、下記の図

3 の如く拠出金算定期

間の夏は暑い昼間の

ピーク日と時間に、冬

は寒い日でエアコン

暖房が最も使われる

夕方の時間帯で、ユー

ザー様に省エネをお

願いしました。 

また、GPP の電力価格は利益を２％程度に設定し

ているため、８％の容量市場コスト増加分は吸収

できません。これは価格に反映させ、「容量市場拠

出金相当分」として、明確化してゆく予定です。 

●これからの提言 

この問題を解決するためには、政府や関係者に対

して、制度改革や廃止を求める声を上げてゆきま

す。古い発電所を温存するだけの仕組みは、将来

の発電所不足に備える対策にはならず、その実態

が多くの人たちの知るところになれば、必ずや廃

止になると思います。 

●さらに詳しくはグリーンピープルズパワー代表

の竹村が解説いたします。 

https://www.youtube.com/watch?v=OaAjEYTmv

w4&t=3s 

  

図 2 

図 3 
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2023 年を振り返って 

劣化し続ける日本－なぜ日本は原発を止められないのか？ 
                     循環研理事 江本祐一郎 

あと数日で 2023 年も暮れようとしている。日

本は、まだ終わってはいないコロナが収束したと

して、街にはインバウンド来日客や多くの人々で

にぎわっている。 

しかし、世界はウクライナ戦争が泥沼化し、既

にウクライナ、ロシア双方で 50 万人に迫る犠牲者

が出ている。パレスチナでは、10 月ハマスのイス

ラエル攻撃に対して、極右ネタ二アフ政権がハマ

ス殲滅と称して、子供を含む民間人を連日爆撃し

て、既に 2 万人以上の犠牲者が出て、今後の深刻

な世界的報復戦争に発展する可能性がある状況だ。 

 

－日本の大企業の重大な品質不正が次々に明るみ

にとなり、犠牲者まで 

日本では、日本の劣化が次々とあからさまとな

り、危うい方向に転がり落ちている。 

直近では、軽自動車のトップシェアでトヨタの

完全子会社のダイハツが、過去 30 年間会社ぐるみ

の組織的な安全性能試験などの不正、偽装が発覚

し、全車種の販売停止に追い込まれた。今回のダ

イハツのエアバック検査では、なんとタイマーで

エアバックを作動させて誤魔化していた。今年７

月には、デンソーの燃料ポンプの品質不良で高速

道のトンネル内でエンジンが止まり、追突されて

乗員が亡くなる事故が発生した。こうした日本を

代表する大企業の品質不正は、2016 年の神戸製鋼

のステンレスばね材の品質不正が発覚したのをは

じめとして、全産業に渡り枚挙に暇がない。日本

企業の信頼性はいったいどうなっているのか？ 

 

－政権議員の金満腐敗常態化が明るみに 

政治の分野でも、直近では、安倍派、二階派を筆

頭に政権与党である自民党が長年に渡り政治資金

規正法をないがしろにし、裏金工作を常態化して

いたことが明るみに出て、岸田政権の安倍派幹部

がすべて更迭される。しかし、彼らが役職をやめ

れば済むような問題ではない。 

 

－米国の先兵として先制攻撃まで許す違憲の法改

正が進む 

そんな連中が要職を占める岸田政権は、2022 年

12 月、安全保障戦略（NSS）など安保関連 3 文書

を閣議決定し敵国に米軍指揮下で先制攻撃を可能

とする「敵基地攻撃能力」を紛らわしい呼称の「反

撃能力」と言い換えながらその保有を明記した。

当時の円レート 115 円レベルで総額 43 兆円もの

中距離ミサイルやイージスなどのミサイル迎撃兵

器を米国から購入る方針固めた。最優先すべき教

育関係費や農水産畜産業への予算が増えない中、

突出した増額だ。現在の円安レートでは、そのア

メリカに勝手に約束した兵器購入費は、50 兆円を

超えよう。この NSS 閣議決定直後に、米軍インド

太平洋軍司令官は、米軍の指揮下で中距離ミサイ

ルによる先制攻撃を日本が始めたらその何倍もの

ミサイルを同時に撃ち込まれすべてを迎撃できる

可能性はなく日本に多大な死傷者と損失が生じる

可能性を述べていた。 

 

－福島原発事故の反省もなく、原発推進へ方向転

換 

こうした転落の一途をたどる日本の状況で、今

年一番問題な事象は、2 月 13 日、原子力規制委員

会で、前代未聞の多数決で、原発の 60 年を超える

稼働を可能とする見解を決定したことだ。その専

門家の決定に従ったとして、4 月衆議院本会議で

原子炉等規制法を可決、5 月に参議院で可決され

て、そもそも設計耐用年数が 40 年の原発を 60 年

以上も稼働できるように大きく舵を切ってしまっ

た。この原子力規制委員会の会議で唯一反対意見

を述べたのは、元東北大学の教授の石渡明氏であ
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る。石渡氏は、この会議で「この法律変更は科学

的、技術的な新知見に基づくものではない。安全

側への改変とも言えない。審査を厳格に行うほど

高経年化した炉を運転することになる。私はこの

案には反対だ」と明言している。 

原子力規制員会は、重要な決定は、過去満場一

致を原則としてきたが、この石渡氏の反対に際し

て、原子力規制委員会の委員長山中伸介の決定直

後の記者会見で以下のような驚くべき発言をして

いた。「この日本の原発の 60 年越えの稼働認可は、

4 月からの国会日程が迫っており、多数決で決定

した」と。この山中委員長の態度は、国民の安全を

最優先すべき専門家でもなんでもない単なる御用

役人そのものである。山中委員長や日本政府は、

適切な検査を継続して設計耐用年数を大きく超え

る原発を適切に管理すると言うが、本当の原子力

専門家は、原子炉の非常に強い放射線に曝され続

け高圧の圧力容器が長期間中性子照射を受けた際

の劣化「中性子照射脆化」の確かな試験結果も予

測値もないと証言している。 

だから世界中の原子炉の耐用年数は 40 年と定

められているのだ。しかし、今、関電などのホーム

ページを開いてみると、押しなべて原子炉の耐用

年数は、その使用期間には関係が無いなどと書き

換えられている。 

 

－福島原発事故に学んでドイツは今年、ついに原

発全廃を達成した 

一方で、2011 年の 311 福島原発事故の惨状を見

て、2010 年までは、原発に一定の回帰を予定して

いたドイツやイタリアは、計画的な完全脱原発を

決定した。1991 年のチェルノブイリ原発事故で、

しだいに原発から離れようとしていたドイツ シ

ュレッダー政権が、メルケル首相に代わってから

当初は、設計耐用年数までは原発を使おうとして

いた。当時、ドイツは 16 基の原発が稼働し、原発

による発電依存度は 23％程度であった。3.11 の前

の日本は 54 基で 28.6％である。メルケル首相は、

もともと物理学者で福島原発事故を見て、その方

針を転換した。当然ながらドイツの原発を有する

既存の大電力会社や国内の大規模製造業から反対

運動が発生した。しかし、メルケル首相は、「福島

の原発事故は技術が進んでいる日本で起きた。日

本で事故があればドイツでも起きる可能性がある」

とその原発の計画的全廃の意思を変えなかった。

その為に、太陽光や風力などの再生エネルギーの

進展を加速させながら、計画的に国内の原発を廃

炉にしていった。設計耐用年数 40 年間より早く廃

炉に応じた発電事業者には、設計耐用年数までに

残されていた稼働予定年数に予定されていた売電

収入額を税金で補填して廃炉を促進した。 

数年前にそうしたドイツの自然再生エネルギー

化を推進した関係者に伺ったところ、2011 年当時

のドイツの再生エネルギー発電比率は、僅か６％

程度と水力発電が盛んで約 10％あった日本より

低かったが、ドイツの再生エネルギー比率が 15％

程度に進捗したあたりから、急速に電力市場での

価格が下がり始めて、加速度的に再生エネルギー

の構成比率が向上していったと述べていた。再生

エネルギー発電のコストは、化石燃料やウランを

燃やす原子力発電よりもはるかに安い。現在の電

力国際市場では、再生エネルギー由来の売電価格

はキロワットあたり僅か 1 セントにまで下がって

いるケースがある。現在、ドイツの再生エネルギ

ー比率は 50％に迫り、電力価格は、ロシアのウク

ライナ侵攻までは、下がり始めていた。一時、ドイ

ツがロシアからの天然ガスの入手が困難になるの

で、原発撤廃を諦めるのではないかと報道された

が、ドイツは全廃が仮に遅れても全廃の予定に変

更はないとし本年４月 15 日にドイツ国内の原発

を全廃完了した。 

原発大国を自称する隣国フランスが、実は、過

半の原発に不具合が発生して、頻繁に電力不足に

陥っているのをドイツのバックアップ用の小型タ

ービンの火力発電由来の電力を購入している。日

本の既存大題電力会社には不都合な事実として一
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切、報道されていない。 

地震や活断層、津波の心配のないドイツや北欧

諸国などでは、数百万年単位で崩壊の怖れのない

安定した岩盤がある。原発稼働で発生する高濃度

放射性廃棄物は、そうした強固な岩盤の地下深く

にガラスで固めて埋める計画である。しかし、全

列島にわたって火山や活断層が分布する日本列島

に、放射性廃棄物を埋められる安定した岩盤があ

るとは思えない。そもそもまたいつ巨大地震や津

波が襲ってくるか分からない日本列島で、原発を

稼働する安全性や経済的な合理性は無い。 

 

－省エネと再生エネルギー発電が進展する日本に

原発は必要ない 

3.11 の後、日本は原発が完全に止まっていても

火力発電などを総動員して停電にならなかった。

その後、原発を有する既存の大電力会社からの妨

害工作があるにもかかわらず、日本の再生エネル

ギー発電比率は、22％程度に進展した。一方で、

日本の総消費電力は、この 10 年間で省エネが進ん

で、2010 年の「1123.75TWh から 2020 年には、

986.95TWh と約 12％も減少した。つまり、日本

は原発が無くても困らないのが実態だ。しかし、

日照条件が良くなる春になると九州や四国では、

一斉にせっかく発電した太陽光発電事業者に理不

尽な出力抑制命令が出されている。また、欧州で

再生エネルギー発電の公平な発展のカギとなった

発電と送配電事業の分離のもとで形成される電力

市場に、既存電力会社は、なりふり構わないプロ

ック入札を繰り返して、経営基盤の脆弱な自然再

生エネルギー事業者を潰し、原発稼働を最優先し

ている。こうした既存大電力会社のエゴイズムが、

日本の健全な再生エネルギー発電の伸張とそれに

伴う電力価格の市場原理による低価格化を妨げて

いる。 

 

－理解に苦しむ日本の原発推進 

原発関連事業に関わる秀才の方々が、どうして

日本列島のような不安定で危険な土地で、ひとた

び事故が発生すると取り返しがつかないことを理

解しないのか？ 

原発事業に経済的な合理性があるのか？稼働に

よる放射性廃棄物の処理は廃炉のコストまで鑑み

ると、原発より再生エネルギー発電の方が遥かに

経済的合理性がある事は自明だ。何故、日本の原

発は止められないのか？ 

スリーマイル島原発事故を国内で起こしたアメ

リカが自国内で原発の稼働や新設のコンセンサス

が得にくくなり、原発関連事業の裏表である原子

力兵器の原材料を確保するために地震大国で危険

があろうとも日本にプルトニウムをつくらせてお

きたいからなのか？ 

それともかつては得意分野であった船舶製造や

航空機製造などでことごと失敗をし、右肩下がり

の三菱重工業などが、兵器製造や原発事業でもや

らないと立ち行かないと政権与党の国会議員のパ

ーティー券を買い続けて裏金つくりに協力してい

るからなのか？ 

 

－そもそも日本の原発はどのように始まったか？ 

日本は、第二次世界大戦敗戦後、戦前から核兵

器開発用に設けられていたサイクロトロンなどの

原子力研究の全ての施設をアメリカに破壊された。

が、1953 年にアイゼンハワー大統領が原子力の平

和利用を唱え始めて、国連の傘下に国際原子力機

関（IAEA）が設立された後に、1956 年に日本に

も原子力委員会が設立されて初代委員長に国務大

臣の正力松太郎が就任した。彼は、読売新聞社主、

後に日本テレビをつくり「新聞など中身が無くて

も売って見せる」と豪語した日本のマスコミのド

ンである。そんな正力松太郎が、日本の原発は、湯

川秀樹などの日本の原子物理学者たちの原子力の

平和利用に対する慎重論を退けて、強引にアメリ

カの GE の原発システムを日本に導入したことろ

から始まっている。 

私は、以前、京大で湯川秀樹の愛弟子のある原
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子核物理学者に直接伺った話として湯川博士から

「結局、原発はその稼働による放射性廃棄物処理

の問題や、万一の事故の危険性と鑑みるとやって

はならない」と言い渡されて、三菱電機に原発開

発要員として採用されたものの、頑として社の原

発開発に協力しなかったため苦労したと聞いた。 

アメリカの反共、軍事外交政策に近かった正力

松太郎が初代の日本の原発設立を推進し GE シス

テムのまるごと移入に始まった事実は、現在の日

本の原発の危うさに繋がっている。GE の原発シ

ステムは水害水没の怖れのない米国式のシステム

で、原発建屋の地下に重要な冷却電動ポンプがあ

り、3.11 では、この地下まで水没して冷却システ

ムがダウンしメルトダウンという最悪事態に至っ

た。 

 

－裏金政治家や御用学者を巻きこんだコスト優先

の日本の原発経営 

日本では、1,000 年に一度のレベルかもしれな

いが、巨大地震や津波が発生している。869 年に貞

観地震という巨大地震が東北日本で発生して、宮

城県中部内陸まで巨大な津波が襲っている史実が

ある。地学的には 1,000 年など僅かな間でしかな

いので、専門家から東電にそうした怖れに対する

対策を求める答申が東電に出されていた。が、補

強費用がかさみ、最悪、廃炉の可能性がある話で

あるので、日頃から大量に政治献金をしている政

治家などに要請して、政治的にこうした耐震指針

改定に関する言動を抑え込んでいる。 

私の既に他界している義父は、東北大学理学部

長を務めた物理学者で、3.11 当時も震災被害を被

ったが、この貞観地震の史実のことは承知してい

て、どうして東電は十全な安全対策を怠ったのか

と言及していた。 

「私が原発を止めた理由」の著者 樋口英明元判

事は、その著書で、原発は丈夫な建物と言ってい

るが、実際は、最新のハウスメーカーの建物より

その耐震性能は低いと具体的に数字を表している。

そうした既存大電力会社のなせる技もコスト優先

の背任行為と言えよう。 

安倍政権時代に、「万一、原発がミサイル攻撃を

受けたり、スパイなどによって外部電源が破壊さ

れたらどうするのか？」という国会での質問に際

して、安倍首相はその答弁を当時の田中原子力規

制委員長にパスをし、田中委員長は、「そのような

事態は想定いたしておりません」と一言で逃げた

のを国会中継で目撃し愕然とした。ウクライナ戦

争をみていても、こうした原発への直接攻撃の危

険性も現実のものとなりつつある。 

事程左様に、日本の原子力エネルギー事業関係

者、行政関係者、政治家は無責任と言わざるを得

ない。その原因が彼らの単なる損得、経済的な利

益の為だけなのか、背後に米軍の要請があるのか

は定かではないが、未だにメルトダウンしたまま

で、確かに収束させる目途もたっていない福島事

故原発を抱えながら、もはや福島原発事故が終わ

ったかのようなプロパガンダを流し、設計耐用年

数を過ぎる原発の再稼働を御用学者に言わせたり、

今更、一部の企業論理で、アメリカでもやらない

原発新設を目論んだり、自然エネルギーの豊かな

日本における再生エネルギー開発を阻害し続けた

りととうてい看過できる状況ではない。 

 

【参考文献】 

・「なぜ日本は原発を止められないのか？」   

青木美希著 2023 年 11 月 20 日 文春新書 

・「私が原発を止めた理由」         

樋口英明著 2021年  3月 1日 旬報社 他 

【参考意見】 

・柳下和夫  情報総合研究所代表    

1959 年 京都大学理学部卒（原子核物理学者） 
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日本の目指す「小国」像                  循環研理事 田中 宏二郎 

はじめに 

 世界の東西を引き裂いていた「壁」が崩壊し冷

戦が終わって約 30 年、世界はアメリカの主導する

資本主義、自由・民主主義のもとにグローバリゼ

ーションが進み経済は一体化していった。この間、

中国・インドなどの途上国の経済成長は促進され、

特に中国は新たな覇権国家として台頭してきた。

しかしテロの拡散、テロとの戦いが世界各地で生

じ、ノウス（先進国）とサウス（途上国）との格差

は依然として大きく、西欧先進国への難民・移民

は拡大した。先進国においても人種問題に加えて

富裕層と貧しい層との格差の拡大により分断が生

じている。さらに生じたコロナパンデミックは世

界の混乱を増幅させ世界横断的な連帯のまずさ・

不手際が露呈した。そしてこの背景には資本主義

経済の行き詰まりが大きく関わっていると近年指

摘されてきた。加えてウクライナへのロシアの侵

攻が起こり、中東ガザ地区ではイスラエルとパレ

スチナ（ハマス）との熾烈な戦いが勃発した。東ア

ジアでは中国の東・南海への覇権拡大や台湾併合

戦略の動きに加え北朝鮮のミサイル・核兵器開発

等の爆弾を抱えている。西欧・アメリカのリーダ

ーシップは低下し世界は米・中・露の新たな覇権

争いの時代に入り、各国は自国中心の経済対策、

エネルギー・食料の安全保障対策に必死で世界共

通の問題である地球環境問題や人種問題等の核心

に迫る解決への取り組みは後手後手となっている。

そうした中で異常気象・気候変動は確実に進行し

ており人類社会・地球生命には破局の危機が迫っ

てきた。 

循環研では既に２年前に斉藤幸平氏の著作（＊

1）の読書会を行い「資本主義とは何なのか、その

行方は？」等を学習・議論したが十分に煮詰まら

ないままに終わってしまった感がある。そこで繰

り返しになるが、危機の現状やこのような状況を

招いた資本主義の本質を再度検証し、日本が今後

目指すべき国家像を議論する上での一助にしたい。 

 

1．進行する異常気象・地球環境変化 

日本の気温上昇は毎年過去の記録を更新してお

り、2022 年の 6 月下旬から 7 月初めの記録的な猛

暑について気象庁気象研究所は人為起源の温暖化

がなければ 1200 年に一度しか起こりえない非常

にまれな現象であると述べている。また 2023.9.1

に気象庁から発表された統計データによると、

2023 年の夏の平均気温は平年比 1.76℃と高く、こ

の 125 年間で最高となり 2010 年時の 1.08℃を上

回った。この気温上昇に伴い日本近海の海面温度

も平年より 1℃高くなり過去最高を記録した。こ

の結果、集中豪雨、日照り等が各地で発生し多く

の災害が起こっている。異常気象は世界中で頻発

しており 2022 年の欧州は「少なくとも 500 年間

で最悪」と言われる干ばつに見舞われ、熱波、森林

火災、降水不足が相次ぎ、特にフランスではこれ

までになかった降雨による水害が生じ、経験した

ことのない被害を被っている。中東・アフリカで

は 2020 年 10 月から 3 期連続の干ばつに見舞わ

れ、パキスタンでは集中豪雨により国土の 3 分の

1 が水没する洪水が発生した。2023 年にも継続し

て欧州での熱波、森林火災、アフリカの干ばつ等

が起こっており、同様にアメリカ大陸でも熱波、

森林火災、大型ハリケーンの発生、アマゾンの干

ばつなどが発生している。  

 温暖化によって海面温の上昇や海流の流れの変

化が生じ、日本近海では黒潮の流れが変わり漁業

に 深 刻 な 影 響 を 及 ぼ し て き た 。 Nature 

communications は 2023 年 7 月にデンマーク・コ

ペンハーゲン大のチームが「大西洋熱塩循環

（AMOC）」の海洋循環が今世紀中にも止まる可能

性があるとの予測を発表。これが現実になると地

球全体の気候にさらに大きな影響が出てくる（＊

2）。このように地球環境の異常は世界各地で生じ、
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数々の自然災害が増加・激甚化している。 

   

 

 （図 1）深層循環の模式図 （https://data.jma.go.jp 

気象庁） 

 （水深数百メートル以下の中深層で生じる地球規模

の海洋循環は熱塩循環と呼ばれ、大西洋における

それ（AMOC）は塩分濃度と密度が高い表層の海

流を北に送り、その海流がグリーンランド沖で熱を

放出すると共に冷却されて低層へ沈み込み、ゆっ

くりと南へ戻りそこで温められて表層に上がってき

て再度北に送られている） 

 

国連が立ち上げたタスクフォースの「IPBES（生

物多様性と生態系サービスに関する政府間科学政

策プラットフォーム）」は地球上の生物種に関する

画期的な評価報告書を 2019 年に出しており、こ

れによると 1970 年以来、鳥類、哺乳類、昆虫類、

爬虫類、両生類の数は半分以下になった。その後

現在に至るまで更に多くの生物種が減少している

と推測される。また地球温暖化がもたらす熱の

90％以上は海に吸収され、これにより大気中の

CO2の吸収も増加することで海洋の酸性度が上昇

して海の生態系も珊瑚をはじめ大きな影響を受け

ている。 

地球温暖化対策については周知のように国連の

気候変動枠組み条約で国際ルール「パリ協定」が

定められその第 28回締約国会議（COP28）が 2023

年 12 月 16 日に閉幕した。そこでの点検では「産

業革命前と比べた平均気温は、すでに 1.1℃上がっ

ており、各国が提示している削減目標では気温上

昇が 3℃近くに及ぶ」と指摘され、話し合いの末に

「1.5℃までに抑えるために温室効果ガスの排出

を 2035 年に 2019 年比で 60％減らす」ことを合

意に盛り込み、「化石燃料からの脱却」をうたった

文章が採択された。しかしこれには当初案よりも

後退した表記や脱炭素の手段としては異議も出て

いる原発利用の延長や CO2 の回収・貯留（CCS）

の技術利用などが取り込まれており、危機に十分

対応できるか疑問視する意見も多い。 

 

2．「資本主義」の歩みと内在する本質的な問題 

 記述した気候変動が人類の経済活動による人為

的な結果であることは、周知のように科学と政策

のつながりをサポートする政府間組織である

「IPCC（気候変動に関する政府間パネル）」によ

って既に検証されている。また国連の提唱する

SDGs の推進や各国首脳によるサミット会談等を

はじめ国際的な話し合いも数多く行われている。

しかし近年、背後にある資本主義そのものが構造

的に大きな問題を有し現在の地球・社会に大きな

危機を及ぼしていると強く認識されるようになっ

てきた。 

 資本主義は 1500 年頃に西ヨーロッパで貴族・

協会・中産階級の商人達がこれまで共有資産とさ

れていた土地・森林・水等の「囲い込み」（独占

所有）を進め従来行われていた自給自足経済を組

織的に破壊した。そして同時に大衆（農民・市

民）をかつての封建時代の農奴のように扱い出し

たのが始まりとされている。その後中産階級（ブ

ルジョワジー）が政策の立案・決定機関である議

会の支配権を握り、技術革新を背景に産業革命が

進められその働き手としての労働者（プロレタリ

アート）の搾取の仕組み等が形成されていった。

また時を同じくしてコロンブスの新大陸（アメリ

カ）発見を皮切りに海外の富の新たなフロンティ

ア探しとその強奪が始まった。植民地化は産業革

命の推進力になる原材料を先進西欧諸国にもたら
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し、さらに西欧諸国は海外植民地の資源採掘、森

林伐採、広大な土地を収用しての大規模農園（プ

ランテーション）の開発を進め同時に自然環境破

壊が進んだ。加えてその地の住民を労働者として

使い先住民は奴隷にされ国際的な人身売買・奴隷

貿易が行われた。自給自足的な地域経済は工場等

で大規模生産された商品によって破壊され、植民

地には非対称貿易のルールで商品が環流されサウ

スの産業・市場も破壊された。加えてこの時代

（1500 年代）はフランシス・ベーコンによって

人間と他の生物や自然との一体性（生きている自

然）を敬う精霊信仰（アニミズム）が否定され、

デカルトによって自然と人類が切り離され自然を

単なる物質空間や機械と見なす世界観が打ち立て

られた。これによって人々の意識が変わってきた

ことも上記の動きに拍車をかけ、また技術革新は

労働者（プロレタリア）からの搾取のみならず広

く社会からの富の収奪を促進した。そしてこれら

の展開は資本家や企業経営者によってなされただ

けでなく国家権力のもとに推し進められていっ

た。 

資本主義の本質は資本家による富の確保・蓄積

のみならず「資本の自己増殖（資本再投資）の運

動（メカニズム）」である。構造的には企業経営

者は常に「成長要求」に支配されており、技術革

新のもとに商品生産・輸送の生産力を上げ、マー

ケッティング技術を駆使して市場での商品の希少

性を作為的に創出して消費をあおり、競い合って

生産性のアップに腐心した。そして国家権力（政

府）は資本家の利益の拡大を後押した。資本再投

資は複利的成長（前年比率アップ）をすることが

ベースにあり世界各国は経済（GDP）の拡大を

目指し資源消費量は増え続けてきた。複利的成長

を目指すことによってエネルギーと資源の消費の

増加が常に求められ、その結果地球が耐えられる

限界を越えエコロジカル・フットプリントは

2013 年時点で既に地球 1.7 個分に達している。 

南アフリカ出身（エスワティ（旧スワジラン

ド））でアパルトヘイト後の搾取と政治抵抗につ

いて研究してきた経済人類学者のヒッケルは最近

の著作（＊3）で、経済成長を意図する限り新た

な資源とエネルギーの追加が必要となりこのため

エネルギー需要の増加はクリーンエネルギーによ

る代替効果も打ち消し「グリーン成長」という考

えはサウス（南の途上国）へのしわ寄せとなり幻

想に過ぎないと述べている。 

資本主義については近年マルクスの論考の検証

が始まっており、さらに経済や地球環境問題だけ

でなく公共資源、医療・教育・ジェンダー問題等

の種々の社会問題や幸福論等も含めて資本主義の

本性・本質を追究する動きとなってきた。アメリ

カの政治学者ナンシー・フレイザーが最近出した

著作（＊4）では、資本主義が経済的なものだけ

でなく社会全般の在り方を規定し人間性そのもの

にも影響を与えているだけに、価値増殖を目的と

する「資本主義的経済活動」とその外部にありな

がらそれに影響を与える「非経済的領域」をあわ

せて『制度化された社会秩序』として捉えること

が必要だと論じている。そしてフレイザーは資本

主義が経済分野と経済以外の分野―家庭やコミュ

ニティ、生息環境や生態系、国家能力や公的権力

―の重要な要素をとことん食い尽くしていくこと

を指して、これを「カニバル（共食い）資本主

義」と名付け、資本主義社会とは餌に食らいつき

食い荒らそうとする制度化された狂乱状態だと厳

しい表現をしている。フレイザーは「非経済的」

領域は資本主義の背景条件であるが、これまでの

資本主義経済は「非経済的」領域の価値と投入物

があって成り立っており、それを「可能性の条

件」と呼びその具体的内容として次の 4 つを挙げ

ている。（1）「搾取」以上の「収奪」や人種差別

を受けるグローバルサウスに住む人々（2）市場

に労働力を供給しているにもかかわらずその対価

を十分支払われていないか、あるいは全く支払わ

れることもなく再生産労働に従事している人々。

これは圧倒的に女性が多く家庭内における育児や
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家事・ケア等を担っている女性も含まれる（3）

価値増殖のために天然資源を提供し経済活動で生

じた廃棄物のシンクとされている自然環境そのも

の（4）治安の維持・法の執行・制度の整備など

によって資本主義経済活動を成り立たせている国

家・公的権力。 そして資本主義経済活動はこれ

らの寄与によって価値増殖活動が成り立ってきた

が、一方でこれら領域を荒廃させてきたと述べて

いる。 

フレイザーは、資本主義は歴史的には「重商資

本主義（16～18 世紀）」、「リベラルな植民地主義

（19 世紀）」、「国家管理型独占資本主義（20 世

紀中頃）」、「グローバル化する新自由主義資本主

義（現在）｣と段階的に進んできたとして、各時

代の特性・体制やその中で生じてきた非経済領域

の荒廃や危機、時代の転換の背景を分析してい

る。それによると資本主義のどの発展段階におい

ても政治的混乱が引き起こされ資本主義が経済的

なものと政治的なものとを分離して社会秩序のな

かの政治的範囲を著しく制限してきたと論じてい

る。そして現在の金融資本主義は経済と政体との

関係を再び作り変えており、グローバル化する経

済の権威者の地位に就いているのは国家でなく中

央銀行とグローバルな金融機関で、それが作り出

すルールは資本主義社会の中心的な関係―労働と

資本との関係、市民と国家との関係、債権者と債

務者との関係等―を決定していると述べている。

今や金融資本主義は民間投資家の直接の利益を優

先する権限を持ち、金融資本の規律に国家と国民

を従わせ、公的権力は多国籍企業とグローバルな

資金には勝てず、金融資本は国境線に縛られる政

治機関のコントロールを巧みに逃れて公的権力は

骨抜きにされていると危機感を示している。 

ヒッケルは地球の気温上昇を 1.5℃に抑えるた

めには年率 14％の脱炭素化が必要だが現状の脱

炭素化政策ではとてもそれに及ばないと述べ、ま

た先進国の中でも GDP の増加はウェルビーイン

グの向上に寄与していないとのエビデンスが蓄積

されていると論じている。そして「少ないほうが

豊か」だとの認識のもとに脱成長を推進すること

を訴え、その方策として①「製品（商品）の計画的

陳腐化の停止」、②「広告を減らす」、③「所有権か

ら使用権への移行」、④「食品廃棄の停止」、⑤「生

態系を破壊する産業の縮小」を提案している。さ

らに、デカルトの二元論よりも「人間は自然と同

等の存在である」とするスピノザの考えに立ち帰

ることを示唆し、自然を敬愛し自然との共生を図

るアニミズムは徹底的にエコロジカルであり現在

エコロジー科学の核になっている原則を先取りし

ていると述べ、それは「私たちを、「希少性から豊

富さへ」、「搾取から再生へ」、「支配から互恵へ」、

「孤独と分断から生命あふれる世界とのつながり

へ進ませる」と著書の最後を締めくくっている。 

「脱成長」論に関しては、環境ジャーナリスト

の枝廣淳子がヒッケルの論評を紹介するとともに

近年の「経済成長」論再考の動向を示し、「脱成長」、

「グリーン成長」に加えて、旧来の「成長」の概念

を越えた「ポスト成長」の考え方が出てきている

と解説している（＊5）。そこでは成長を一言で否

定することではなく、経済的に遅れて貧しいサウ

スを救済するためには経済成長が必要としている

が、これが更なる自然破壊や格差拡大に繋がらな

いようにしなければならない。 

フレイザーは現在の社会で生じている種々の問

題や危機は資本主義経済の進展や新自由主義の覇

権によって生じた歪みと捉え、現在の社会が陥っ

たこのような状況から抜け出すためには「コミュ

ニズム（社会主義）」しかなく資本主義の概念を見

直すことに加えて社会主義の概念もまた拡張する

必要があると論じている。フレイザーは資本主義

の「非経済的条件」に組み込まれている主な弱点

として、①不正義：階級搾取、②不合理：経済危機

を招く傾向、③不自由：社会的不平等と階級権力

が民主主義の弱体を招くこと、の 3 つを挙げ、制

度化されたあらゆる形のこれら弱点を「社会主義」

が克服するためには「生産と再生産」、「社会と自
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然」、「経済的なものと政治的なもの」のそれぞれ

の関係を再構築しなければならないと主張してい

る。言わんとすることは、『「資本」に対して「社

会」は優越するもの』ということで、「社会」によ

る「資本」の統制の重要性を強調している。フレイ

ザーは『新しい社会主義』という言葉を使っては

いるものの具体的な処方箋を明示するまでには至

っておらず、①制度的な境界の引き直し、②区分

けされた領域での現在の優先順位の見直しや入れ

替え、③制度設計のプロセスにおける民主化（集

団的な民主的意思決定）の確立④社会的余剰（成

長）をめぐる決定の民主化（政治問題としての取

り扱い）の４点を重要な課題として挙げている。 

 

3．日本の目指す道（新しい概念としての「小国」

像） 

 このような課題の解決に取組む上で「日本は今

後どんな国を目指すのか？」という基本的な認識

を共有化しておくことは重要である。そのために

先ず日本の近代化の歴史的な流れを概観してみよ

う。 

日本は明治維新以降、資本主義経済の拡大によ

って近代化を目指し軍事大国路線を突き進み、こ

れは敗戦によって頓挫してしまった。敗戦後はア

メリカに従属し、『日本は軍事的に無力な「小国」

である』とアメリカをはじめ周辺諸国には印象づ

け、ひたすら経済の復興・発展を目指した。その結

果、一時は GDP 世界第 2 位の経済「大国」になり

先進国の一員として後進国の手本とする国と認知

された。しかし今や GDP は中国やドイツに抜か

れ、加えて人口の減少、少子・高齢化が進み、先行

きを悲観的に見る論調も出てきている。日本は戦

後アメリカの自由・民主制度や生活スタイルを取

り入れ、物質面や行動空間において種々の豊かさ

を獲得したが多消費・使い捨て文化に染まり、加

えてアメリカの支配のもとで主体性もなくして現

状維持的状況から抜け出せなく、迫り来る危機的

状況に対しても危機意識が弱く反応が鈍くなって

いる。 

一般に「大国」とは「土地が広く人口の多い国、

軍事力が大きく巨大な国」などとされ、その対句

として「小国」とは「勢力の弱い国、領土が狭く人

口も少ない国」と捉えられている。また「大国主

義」という言葉は、「国際関係において大国が自国

の保有する強大な経済力や軍事力で小国に臨む態

度」と説明されているが「小国主義」という用語は

辞典には特にない。戦後「悲劇の宰相」として知ら

れた石橋湛山が、戦前に日本の進路を示す中で「小

日本主義」という言葉を使っていた。これは時の

政府・軍部が推進する武断的な専制政治や膨張政

策、植民地化政策という「大日本主義」を糾弾して

そのアンチテーゼとして使われたとのこと。氏の

意図したことは植民地主義を否定し、日本の主権

的領土を主要四島に限定して経済的合理主義に立

脚した平和的発展論を標榜したものである（＊6）。

最近目にした新聞のコラムでも、『湛山は日本が領

土拡張を目指すのは割に合わない策だと論じ、現

実的な視点に立った「功利」すなわち利得を得る

ことが大事だと強調した』と紹介されている（＊

7）。冷戦終結後のこの 30 余年、アメリカは「例外

主義」の観念（アメメリカは「諸国家を導く存在」

と見なす観念）のもと、「唯一の超大国」を自負し

てきた。しかしこの 20 年間、「テロとの戦い」の

かけ声のもとにアメリカは海外の少なくとも 80

カ国で軍事作戦を展開し、その費用は総額 8 兆ド

ル（880 兆円）にも及ぶと推計され（＊8pp16）、

しかも作戦は挫折している。このようなことを考

えると、兵器を調達し戦争等の武力を行使するこ

とは大変なコストとなり現実にはなんら利得取得

に結びつかないことに気づく。しかもグローバル

化が進んだ今日、国境をまたぐ経済・人・文化等の

交流、依存関係が深まっており旧来のような「大

国」、「小国」の概念は意味を持たなくなってきて

いる。これまでの軍事を背景とした「大国」の概念

では戦争を招き実利を失うだけである。むしろ「小

国」であっても軍事以外の存在感、すなわち科学
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技術、文化・芸術・思想等の知的資産を培いそれを

ベースとする商品化を図るとしても、従来のよう

な富（資産）を蓄積することを目的にするのでは

なく福祉・厚生・教育、安全・安心等についての社

会のウェルビーイング（幸福）を充実させる国を

目指すことが合理的であろう。そしてこれを実現

していくためには特定の大国との同盟関係を持つ

のではなく、大国、小国を問わず多くの国と対等

な関係を持ち交易する国をめざすことが重要であ

る。そのためには国際的な人材ネットワークの整

備と外交力のアップ、人材の養成は重要な要件と

なる。このような認識にもとづいて日本を「新し

い概念としての『小国』｣として世界に認知されて

いくことを期待したい。 

 

ヒッケルの提起した「脱成長」という課題に対

しては、「多消費」、「使い捨ての生活スタイルに慣

れた今の社会には抵抗もあろうが、日本人が潜在

的に持つ「『足る』を知る」心や「もったいない」

という価値観を取り戻すことが大事で、その意識

転換を日本が率先して具体化していくことが求め

られる。同時に食やエネルギーの安全保障上から

も自前でできるものはできるだけ自給自足を図る

ことが重要で再生エネの一層の活用や自然との共

生を図る意識改革を積極的に進める必要がある。

楽観的ではあるが、日本には 1 万年以上の長きに

わたる縄文時代に平和的で互恵的な暮らしと平和

的な交易が行われていた歴史があり、日本人には

自然を敬愛するエコロジカルな精神や平和的性格

が培われており、その DNA が今後のビジネス展

開や生活の中に生かされていくことを期待したい。 

フレイザーが提唱する「新しい社会主義」がど

のように実現していくのかは、アメリカの国内に

おける人種・宗教の対立と格差等によって生じて

いる分断の複雑な状況を考えると成り行きを見守

らざるを得ない。アメリカは 2024 年 11 月の大統

領選を控え、自由主義国家としての「世界の盟主」

の維持を図るのか、権威主義的なリーダーのもと

での「排外的自国第一主義」を目指すのか大きな

分岐点に立たされている。日本としてはアメリカ

のこのような動向を注意深くウォッチし、米・中・

露の覇権構造の中て今後の対応を考えなければな

らないが、日本の安全保障防衛に関してアメリカ

が核の傘によってこれまでのように守ってくれる

という楽観論は通用しなくなってくることが想定

される。むしろ安全保障防衛を巡る最近の日米の

連携や防衛予算政策の動向を見るとアメリカは東

アジア防衛についてその最前線を日本に肩代わり

させる戦略をとろうとしているようにも思える。

主体性を確保するためにアメリカとの対等な関係

をどのように樹立するか、現在の安保条約や地位

協定、核の傘による安全保障の議論の見直しを国

全体で真剣に考えねばならない。 

一方、「制度化された秩序」に関わる課題解決の

ためには諸領域（政治、法律、社会、経済、市民団

体 等）を横断する議論の場を設け今後の在り方

についての枠組みを策定する必要があり、また「脱

成長」に向けてどのように取り組むかという課題

についてはステークホルダー全体の横断的な議論

の場が求められる。そしてこのような話し合いの

場には次を担う若い世代が積極的に参加し発信で

きるようにしていくことが望まれる。 

このような状況の中、アメリカでは「例外主義」

的な自意識や万能感とは無縁な「Z 世代」が育っ

てきており、また「社会保障の充実こそが最も必

要」とする進歩派の問題意識が社会で共有されつ

つあり、さらに多国間協調を志向する動きや国連

への肯定的な見解を持つ層も増えてきている（＊

8）。日本においても新しい概念としての「小国」

像の実現に結びつく若い世代の取組事例は医療、

ケア、子育て、教育、まちづくり、文化活動等の領

域で多くの萌芽がありソーシャルビジネス、コミ

ュニティビジネスとして育っているものもある。

その中で、美術家の長坂真護の活動はアフリカ・

ガーナーの電子ゴミを価値のあるアート作品に変

えてサウスを貧困から抜け出すことに貢献しよう
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とするユニークで野心的な活動を展開しており注

目される（＊9）。 

（図 2）サステナブ

ル キャピタリズム 

（｢電子産業物の墓

場｣といわれるガー

ナー・アグボグロシ

ーに捨てられたゴミ。

この絵に 2000 万円

の値が付きこれを

契機に長坂は絵の売り上げに対する活動で自分

の取り分を 5％にすると決め残りは全て現地に渡し

リサイクル工場作りを目指している） 

 

これからの時代、日本としては若い世代の育成・

支援をさらに図り、アメリカの Z 世代や進歩派の

動きに呼応・協調していくことがより重要になっ

てきている。 

 

小国の概念には国の内なる「小国」として地域

の自治体を位置づける捉え方もある。いわゆる中

央政府に対してエココミュニズムの推進をどのよ

うにしていくかが重要な課題である。これに関し

ては、酒田市の移住・交流拠点作りや遊佐町の生

活クラブと自治体との連係などの事例も色々出て

きており、今後さらに都市部の消費者と地方の産

地との交流を促し持続可能な地域作りを支援する

政策等の策定・推進が求められる。 

 

あとがき 

今後についての不透明性が大きく課題が山積し

ている中で、現政権与党の「裏金問題」が表面化し

政界は右往左往しているのが現状だ。その背景に

は日本の選挙制度や政治体制に民主主義の脆弱性

や古い体質が内在しており、先ずはこの見直しが

火急の案件である。これには官・民の諸団体に市

民を加えた横断的な革新圧力団体づくりが必要と

なり、かつての石橋氏のようなリアリストでリー

ダーシップを持った人の登場を強く望むところで

ある。 
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環境俳句                           循環研理事 及川陽子

                                             

                                               

日々、悲惨な報道を目にするたびに悲しみと憤り、

虚しさとやるせなさに、気持ちが萎えて行きます。

人類は、いつまで愚かな行為を繰り返すのでしょ

うか。 

皆様にとって、2023 年はいかがな年だったでしょ

うか。私は、この数年、体調のすぐれない日々が続

き、検査入院や投薬の変更など試みておりました

が、昨年の 10 月に体調が悪化し救急センターへ駆

け込みました。肺に水が溜まり心不全を起こした

とのこと。その後の検査で心臓弁膜症（弁の状態

が悪くなり血液が逆流。閉鎖不全症）との診断と

なり、2 月に弁形成術という方法で手術を致しま

した。開胸し胸骨を切断して心臓を止めての手術

のため周りの方に、ご心配をおかけすることとな

りました。 

長年の心房細動で、心臓が肥大したことなどが要

因かも知れません。お陰様で今は術後 10 か月過

ぎ、日々どうにか過ごしております。歳を重ねて

の一年は貴重なものですのに、何もしないうちに、

一年過ぎた気もしますが 2 月に大きな手術をした

のですから、何もしなかったと言うより、出来な

かったと考え、いろいろな事に少し手を抜き、自

分を甘やかす言い訳とすることにしました。慢性

の心房細動は相変わらずですが、まだこのまま朽

ち果てて行くには早い・・・。もう少し体力をつ

け、前向きに歩を進めて行きたいと思っています。

身体と気力が持続できるかぎり、行きたい場所、

やっておきたいことをクリアーしたいものです。 

 

冬号投句 

お題は「年の瀬」 

俳句の講評や添削は「寺門土果」先生にお願いし

ております。添削は句作の折に参考にして下さい。 

 

北竜  

真鴨去り凍る池端痩せ狐 

※札幌中島公園のマガモは菖蒲池が凍ると近くの

鴨々川や豊平川で越冬するようです。 

  評）一句に盛り込みすぎです。 

添削）凍る池しばし動かぬ痩せ狐 

池凍るや真鴨は川に転居して 

 

すずかけのまだらの樹皮に浮かぶ季節
と き

 
※プラタナスの大きな葉が落ちるとカラフルな樹

皮が現れます。 

  評）中野に鈴懸の並木があって、よく見てい

ました。 

添削）鈴懸の散るや艶やか樹皮模様 

 

日の出前ラジオ体操小雪舞う 

※札幌の冬至の日の出は 7 時過ぎです。 

 評）語順を変えるとリズムが変わります。 

添削）小雪舞うラヂオ体操日ノ出前 

 

ミッキーも青い晴れ着で春を待つ 

※玄関のミッキー、ミニー、プーさんは浦安か

ら連れてきました。大谷くんのドジャースでの

活躍を祈って。 

 添削）球春を待つやミッキードジャーブルー 

 

牛閑 

年の瀬や服着た犬の急ぎ足 

 評）風刺が効いた世相諷詠ですね。文句なしで

す。 

 

焼芋屋口上残し消えにけり 

 評）最近は車で流しているから、買いに出た時

にはいなくなっているのですね。 



                                     循環研通信/JUNKAN N O .7 2  2 0 2 4 .1  p1 9  

 添削）焼芋屋消えて芳香残りをり 

 

せわしさを忘れて浸る柚子湯かな 

 添削）身を沈め心浮かべる柚子湯かな 

忙しさは柚子湯の外よ此処に閑 

 

爽竜 

枯葉舞い過ぎし日たどる年の暮 

※年をとりぼんやり外の景色を見ていると昔のこ

とをいろいろ想いだしそれが飛び去っていきます。 

評）リズムを変えます。 

添削）年の瀬や枯葉散るごと過ぎし日々 

 

年の瀬は街中ヒトオキ輝くも 

※世の中物価高、様々な犯罪・事件が続き殺伐と

している中、12 月はイベントも多くイルミネー

ションで明るいが、先はどうなるのか？ 暗いな

ー 

添削）年の瀬や街の輝き須臾にして 

 

年の瀬にガレキ積み増すこの非情 

※ガザ、ウクライナの惨状の TV 映像を見ている

だけでこの 1 年が過ぎてしまいました。世の不運

をおもい知らされます。 

評）語順の前後をいれかえます、 

 添削）年の瀬の非情や瓦礫また瓦礫 

 

「温暖化」ますます進む年の暮れ 

※今年は記録的な猛暑続きで 1 年が終わった。こ

の先どうなるのだろう？・・・ 

 添削）温暖化止まぬままなり年の暮 

 

 

 

 

 

エシカルコージ 

 土果先生：投句四句それぞれの句を控えめに遊

んでみます。 

年の瀬や節電すぎて風邪をひく 

添削）年の瀬の節電危険風邪を引く 

 

年の瀬やエルイーディーが街照らす 

添削）年の瀬の街の洪水 LED 

 

年の瀬や寒波襲来白き息 

添削）年の瀬を襲ふ将軍息白し 

 

年の瀬やエシカル再エネいい気分 

評）このまんま 

 

米沢子 

年の瀬も止まぬ戦火の報悲惨 

※ガザ、ウクライナ、シリアはじめ世界各地で続

く悲惨な戦争、和平の道見えず。 

 添削）悲惨やな戦争止まぬ年の暮 

    人を鬼にする戦争の歳暮れて 

 

私、霧乃も一句 

 この胸の傷癒えぬまゝ年暮るる 

 

2024 年が皆様にとって良い年でありますように。 
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年の瀬はやはりこの一年を振り返ることになる。真っ先にあげたいのは侍ジャパンの WBC の優勝

だ。野球フアンでもないのに、テレビ観戦に熱中した。準決勝メキシコ戦で絶不調の村上選手がさよな

ら逆転勝ち、そして決勝のアメリカ戦では敵を憧れることなく大谷投手がトラウトを三振に仕留め優勝

した。思えば、WBC 優勝で日本列島が沸きに沸いたのは、まだ桜咲く前のことだった。熱気冷めやら

ず桜も散り、三年越しのコロナ禍もひとまずは落ち着いて 6 月に入った。その束の間、早くも猛暑が始

まった。日本列島はどこも記録的な猛暑が続き、熱中症患者が急増した。猛暑は世界中に災害をもたら

し、グテーレス国連事務総長も「地球温暖化を超えて地球沸騰化を迎えた」と地球規模の危機を訴え

た。残暑の続く 10 月、イスラエルはパレスチナ・ガザ地区への攻撃を始めた。ロシア・ウクライナ戦

争が続く中、市民を巻き込んだ市街地攻撃が現実世界の中で起きている。先の大戦の反省から 80 年近

く経った今、平和の願いは一体どこに行ったのか。再び戦争が世界を覆いつつある。 

こうした中で、デジタル技術が飛躍的に進歩していることも見逃せない。特に生成 AI の普及は各方

面で画期的な変革をもたらしそうだ。ど素人が専門家の如くの論文を瞬時に作成できる。スマホの扱い

さえあやしい私でも簡単に使える。しかし便利さの反面、重大な危険性も持ち合わせている。今やフェ

イクニュース、フェイク動画などは当たり前に出回り、現代戦争には AI が深く係っている。ざっと一

年を振り返れば、地球沸騰化、今も続く悲惨な戦争、さらには夢の技術か悪魔の技術かの両面性をもつ

AI 等々、人類の未来を左右する難題が一気に噴出した年だったようだ。戦争をしているどころではない

のだ。 

明けて 2024 年は元日早々に能登半島地震が勃発して死者、不明者が続出している。2 日には羽田空

港で飛行機の衝突事故が起きた。何とも物騒がしい新年正月となってしまった。しかし、しかし昨年日

本列島は、ＷＢＣ優勝に熱狂したではないか。侍ジャパンはスポーツだけではなく、芸術、文化、科学

技術、ビジネスなど多くの分野で活躍する。そして平和に貢

献し、地球温暖化防止を先導し、心豊かな生活の実現を目指

す。そう、令和 6 年は、日本の若い力が人間社会と地球の未

来を救う一年となる。辰年 1 月 2 日寒風吹きすさぶ中、風月

の初夢となった。 

流れ星石段灯せ初詣 

文/写真：風月（M） 
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